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1. はじめに 

近年、微量な液体の特性を測定できる高感度

なセンサの需要が高まっている。横波型弾性表

面波（SH 型 SAW）は液体中に音波を漏洩せず

に伝搬するため、液体の電気的特性や力学的特

性（誘電率や導電率、粘性）の変化を測定でき

ることが知られている[1]。 

我々はこれまでにエピタキシャル技術を用

いない c 軸平行配向 ZnO 膜の作製方法につい

て報告してきた[2]。この技術では、曲面上等の

任意の基板上に SH 型 SAW デバイスを作製で

きる可能性がある[2]。 

より高感度な SAW センサとして、SAW の

無回折損失を実現したボール SAW センサが

考案されている[3]。150 MHzアルミ電極単結晶

LGSボール SAW素子の減衰定数は 33 dB/mと

報告されている[3]。一方、例えば平面で音源長

5 mm、波長 20 μm程度の IDT では SAWの回

折損失は小さいと考えられる。この程度の IDT 

/ c軸平行配向ZnO膜 / 円柱状石英ガラス構造

でも SH型 SAW の多重周回が期待できる。 

本報告では、IDT / ZnO膜 /円柱状石英ガラ

ス構造を作製し、液体中における SH 型 SAW

の多重周回現象の確認を試みた。 

2. 試料の作製 

SAW 伝搬路となる円柱石英基体（2050 

mm
3
, Tosoh）側面上の半面に RFマグネトロン

スパッタ法を用いて c 軸平行配向 ZnO 膜を成

膜した[2]。XRD パターンにより、円柱上にお

いても c 軸平行配向 ZnO 膜の回折ピークが観

測された。今回用いた IDT は、送受波一体型

とし、電極指間隔（ / 2）：10 m、開口長：5 mm、

電極指対数：54 対とした。比較対象として、

Rayleigh 型 SAW を励振する円柱型試料も作製

した。 

3. SH型 SAWの液体中励振実験 

液体の負荷方法として、シャーレ内の液体が

試料の SAW伝搬路となる円周部の半面に浸か

るように設置した。作製した試料の反射特性

S11をネットワークアナライザ（E5071B Agilent 

Technologies）を用いて測定した。 

純水の負荷・無負荷による減衰量の時間波形

を図 1に示す。液体中で円柱上を SAWが多重

周回していることがわかる。Rayleigh 型 SAW

の純水負荷・無負荷時における減衰定数の差

異は 63 dB/mとなった。一方で、SH型 SAWに

おけるの差異は 7 dB/m となり、純水の負荷

による大きな減衰は見られなかった。円柱状

SH 型 SAW デバイスを用いることで、より高

感度な液体用センサへの応用に期待できる。 
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図. 1 IDT / ZnO 膜 / 円柱状石英ガラス構

造上の SH 型 SAW (a), Rayleigh 型
SAW (b)伝搬特性 
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